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本学の整備事業の概要

•共⽤機器センター（旧︓分析センター）で⼤型分析機器を管理。
•「利⽤ライセンス」を取得した利⽤者が⾃ら機器を操作（依頼
測定も可能）。
•機器管理者による操作法の講習や技術指導を実施。

【背景】



本学の整備事業の概要

⼤型分析機器等の利⽤環境の整備と、それを活⽤する⼈材の育成
１．総合的な設備マネジメント体制の整備

学内機器の共⽤化、データベース化、など
２．設備を活かす⼈材育成体制の整備

研究⽀援スタッフ育成プログラム実施 など
３．設備を活かす情報システムの整備

セミリモート研究⽀援システムの構築 など

【⽬的と実施内容】



本整備事業の組織体制

機器管理
専⾨委員会

センター⻑（兼任）

共⽤機器センター

運営委員会

常駐教職員（設備サポート室）
○准教授（１）
○技術職員（２）

○技術補佐員（１）
○事務補佐員（１）

グローバルプロミネント研究
基幹

○研究プロジェクトに集中投資。〇設
備を活かした最先端研究加速

未来医療教育研究機構
○医薬・⽣化学系研究設備（亥⿐キャ
ンパス）の共同利⽤促進

学内の関連組織・事業研究機器共⽤促進部会
部会⻑（研究担当理事）

各キャンパスの
関連部局の教員

共⽤機器
センター
教員

研究推進部⻑ 等

全学的な
取り組み
の提⾔

事業の中核
として業務
⽴案・実⾏

学術研究・イノベーション
推進機構（IMO）

○URA配置や産学連携コーディネート
〇設備を活かした産業連携研究の推進



取組事例︓共同利⽤促進に関する取組み
千葉⼤学研究設備活⽤システム（CURIAS）

○既存の情報システムや機能をポータルサイ
トで統合・連携。

○機能ごとのパッケージで多様な設備に対応



取組事例︓共同利⽤促進に関する取組み
千葉⼤学研究設備活⽤システム（CURIAS）

設備NWとCURIASとのデータ連携
〇設備NWのユーザー情報／予約情報をCURIASに半⾃動反映
○設備NWとの連携により⼆重管理のコスト削減
○設備NWシステムにAPIを実装。他⼤学でも活⽤可能



取組事例︓⼈材育成
研究⽀援スタッフの育成

○短期研修により、利⽤者のスキルアップ促進。
○機器管理補助者制度により、⾼度な技術を集中的に習得。機器管理体制
の多層化・安定化。



取組事例︓学内の連携
学内研究機器の共同利⽤化

〇先端研究基盤共⽤促進事業（新共⽤事業）と連携。部局ごとの管理組織
と「研究機器共⽤促進部会」で運⽤ルールの調整・統⼀化（進⾏中）



取組事例︓学外との連携
関連組織・事業と連携

⼤学連携研究設備ネットワーク
○設備相互利⽤とシステム運営

設備サポートセンター整備事業実施校
○情報共有と提⾔・発信

国⽴⼤学法⼈機器・分析センター協議会
○情報共有と⼈材交流。幹事としても参加。

事業実施⼤学で連携して
周知活動（JASISなど）

共⽤機器
センター 新共⽤事業 連絡協議会

○情報共有と提⾔・発信

○（幸か不幸か）⼀つの組織で、関連組織と多⾓的に連携



整備事業の今後の展開

CURIASの機能拡張・拡⼤
○セミリモート研究⽀援システムの充実
（コロナ対応として重視）

〇設備NWとのデータ連携の強化
〇データベース、予約システム登録件数の
拡⼤（特に亥⿐／松⼾キャンパス機器）

研究⽀援スタッフの育成と⽀援
〇研究⽀援⼈員のスキルアップ⽀援（学外
組織と連携して情報共有）

○研究⽀援⼈員のデータベース化（IMOと
連携。部局間⽀援、産学連携の促進）

⻄千葉
（⼯・理）

松⼾／柏
（園芸）

亥⿐
（医・薬・看護）

）

各キャンパスの研究基盤（設備や⼈材）を
相互活⽤できる環境を強化する。


